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平成１６年１月２８日
記 者 各 位
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ポリオレフィン樹脂の価格改定について
  この度、弊社(社長：厩橋輝男)はポリオレフィン樹脂について下記の通り価格改定を実施することにいたしましたので、お知らせ致します。

記

1. 対   象： ポリプロピレン（IDEMITSU  PP、出光TPO）

              ポリエチレン    (IDEMITSU  HD、IDEMITSU  LL、MORETEC)

2. 価格改定幅：  ポリプロピレン　＋１０円／㎏ 

　　　　　　　　 ポリエチレン　  ＋１５円／㎏

3. 実施時期：  平成１６年２月１６日出荷分より

4. 改定理由

　昨年の第３四半期以降、原料である国産ナフサ価格はほぼ24,000円／kl前後で安定しておりました。ところが昨年１２月から予想をはるかに上回るナフサ価格の高騰に見舞われ、本年第１四半期は28,000円／klを上回るレベルまで上昇すると予想されます。

　弊社は、タイトな原料並びに製品需給環境下、お客様への安定供給を第一義として参りましたが、足下の著しい原料コストアップは合理化、省力化による自助努力でカバーしきれるものではなく、現在の価格体系では安定供給が困難な状況となります。

　かかる状況下、弊社といたしましてはポリプロピレン、ポリエチレンともに早急なる価格改定をお願いせざるを得ないと判断いたしました。

　現在のナフサ価格高騰は　原油価格の上昇（米国在庫最低水準、イラク生産回復遅延、ＯＰＥＣ減産継続、プレミアム上昇等による）、好調なアジア石化製品市場等の要因が重なったためと考えられ、少なくとも本年第１四半期中は継続すると思われます。

（ポリプロピレン）

ポリプロピレンは原料プロピレンが非常にタイトであることに加え、国内および中国を中心としたアジアにおいて好調な需要があり、全体としてほぼフル稼働状態で生産しているにもかかわらず、タイトなバランスで推移しております。

弊社といたしましても同様の状況であり、今後の安定操業と安定供給のためには、今回の原料コストアップ分の価格反映を、是非ともお願いせざるを得ない状況です。
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（ポリエチレン）

ポリエチレンにつきましては、過去三回に渡るナフサ価格高騰によるコストアップ分を吸収しきれないまま、今回更なるナフサ価格の高騰に見舞われ、現在の価格体系では事業継続も困難な状況となります。

従いまして、従来補えていないコストアップ分の価格是正とともに、今回の原料コストアップ分の価格改定を、是非ともお願いします。

今後の安定供給のために、お客様のご理解をお願い申し上げる次第です。

5. 問い合わせ先

・樹脂総括部 事業一課（ポリエチレン担当）　河田　礼二、来間　智通

                                           TEL  03 (3829) 1396

・樹脂総括部 事業二課（ポリプロピレン担当）松島　和正、角田　雅文

                                           TEL  03 (3829) 0483

・総務部総務課

　              加来　祐二

                                           TEL  03 (3829) 1046

以 上
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